
































































































































永劫という対置を超越したものでなければならない」（Лосский В.Н. Очерк мистического 






















　尚絅学院の創立以来 120 年間のうち、1970 年 11 月から 2007 年３月までの 37 年間が私の在
職期間であった。とくに、後半の凡そ 20 年は短大移転と新学科準備・開設、四年制大学設置
準備と開設という学院の歴史のエポック・メーキングな時々に、私の生活史が重なっているこ
とに気づく。ここでは、これまで 100 年史等の中で殆ど記述されてこなかった動きと一教員と
しての思いを綴ってみたい。
１、短大の総合移転に伴う福利厚生施設整備と大学生協づくり
　尚絅学院のあゆみの記録をみると、1980 年９月から「将来計画検討委員会」が発足している。
八幡校舎と中山校舎に分離していた短期大学を統合する目的が１つはあったと思うが、将来の
四年制大学設置構想の点から八幡でも中山でもない第三の広い校地の探索・検討がなされた。
当時の稲瀬正夫短大学長を中心にようやく辿りついた先が、現在地・名取市高舘の熊野堂丘陵
地帯であった。木村中外名誉教授（現在）による宮城県関係機関との折衝のご尽力の結果、自
然環境保護地域を学術・教育施設利用地として認可されたと伺った。1985 年暮れのこと、うっ
そうとした山林の開発と整地が始まった。
　1985 年１月には学院長の諮問を受けて短大教授会では四年制大学設置の検討に入ることを
決定していたが、財政上の理由により実現せず、87 年３月に理事会の下に学科増設準備委員
会が設けられ、教学関係分科会のメンバーに私も選出された。
　移転・建設実施計画に先立って、両キャンパス学生たちや教職員の間には食堂や購買部等の
厚生施設充実への強い要望があった。学園は教育・研究の場であるだけではなく、１日の大半
を過ごす学生、教職員にとっては主要な生活の場でもある。教室以外の生活の場として、学生
同士や教職員との自由な交流を図り豊かで潤いのある施設が福利厚生施設であると理解してい
た。現在は学生会館がその機能の一端を担っているが、当初からの課題は施設の運営に利用者
の声をどれだけ反映できるのかということだった。学校組織が担う管理運営の役割だけでなく、
学生たちも主体的に、対等に運営に参加しながら生活改善の活動を展開していく場を用意した
い、「より良いものをより安く、しかも安心して買うことができるように」という学生たちの
願いを受け止めて、教職員有志で呼びかけ合って取り組みだしたのが「尚絅短大生協をつくろ
う会」だった。当時私は保育科に所属し、専攻科主任として学生たちと東京の白梅学園短大保
育専攻科生との交流の機会があった。附属幼稚園や保育園の話題と共に、短大の厚生施設に話
が及んだ際に、白梅短大では生活協同組合いわゆる“生協”があること、私立女子短大では全
国で２番目に実現していた。１番目は京都の平安女学院短大で、すでに 1975 年につくられて
（12）
師を失って想像したりした。何か今までずっと判然としなかったものが突如自分の中で固まっ
た。それが何であり何故そうなったのかは全く分からない。分かっていることはただ一つ。
「僕は、恩師の分も弾かなければならない」。これが、今の私の抱負の全て。その上で、演奏に
よって得られた知識や技量を色々な形で学生や未来を担う子供達へ伝えていきたい。そしてそ
の際にもしも万が一、やる気をなくした若者や生きることに疲れた人々の心に、また正邪判別
の覚束なくなった我が国の思想的土壌に、真実の愛の潤いをもたらすことができたら幸いであ
る ― 授けられた音楽という言葉の雫を通して。
尚絅学院での研究・教育の抱負
細　矢　理　奈（健康栄養学科講師）
　私は尚絅学院大学に着任して今年で３年目になります。担当している講義は、主に「給食経
営管理論」「給食経営管理実習」「臨地実習」「総合演習」「管理栄養士活動論」などの管理栄養
士国家試験に関わる専門教育科目です。尚絅学院大学に着任してから、初めて講義・実習を担
当するようになり、四苦八苦しながら自分の講義・実習スタイルを作っております。今回、「紀
要」にて〝尚絅学院での研究・教育の抱負〟について投稿させて頂く機会を頂戴しましたので
未熟ではありますが述べさせていただきたいと思います。
［研究に対する抱負］
　着任以前は臨床現場での勤務でしたので、さまざまな病態栄養に関わる取り組みから始まり、
最終的には「摂食・嚥下障害」、「経腸栄養・経静脈栄養」、「褥瘡」、「呼吸器疾患（特にＣＯＰ
Ｄ）と栄養管理」についての実践的研究について発表や専門誌の投稿掲載、各大学・短期大学・
専門学校などの実習受け入れ指導を日常業務と並行して行っておりました。2011 年４月より
尚絅学院大学に着任し、給食経営管理や臨地実習についての講義・実習する機会を得たこと、
また諸先生方との出逢いを通して発見した新たなテーマについて研究中です。現在進行中の研
究についていくつか紹介します。
①「給食施設におけるリスクマネジメント」の研究
　事故とは、「予期せずに人や物などに損傷や損害を与える出来事」のことを指し、医療
現場に限ると、厚生労働省リスクマネージメントスタンダードマニュアル作成委員会「リ
スクマネージメントマニュアル作成指針」では「医療に関わる場所で、医療の全過程にお
いて発生する全ての人身事故で、以下の場合を含む。なお、医療従事者の過誤、過失の有
無を問わない。ア．死亡、生命の危険、症状の悪化などの身体的被害および苦痛、不安な
どの精神的被害が生じた場合。イ．患者が廊下で転倒し、負傷した事例のように、医療行
為とは直接関係しない場合。ウ．患者についてだけでなく、注射針の誤刺のように、医療
従事者に被害が生じた場合。」と定義されています。
　これを給食現場に置き換えると、食中毒、誤配膳、アレルギーなど禁止食品の見逃し、
異物混入、および火傷、切り傷など調理作業中の事故などが該当します。また、このよう
